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有
明
海
等
の
再
生
対
策
に
お
け
る
海
域
環
境
の
調
査
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

国
は
、
平
成
九
年
四
月
の
諫
早
湾
干
拓
潮
受
堤
防
の
締
切
り
後
、
平
成
十
二
年
度
の
有
明
海
の
ノ
リ
不
作
を
契
機
と
し
て
、

国
民
的
資
産
で
あ
る
有
明
海
等
を
豊
か
な
海
（
「
宝
の
海
」
）
と
し
て
再
生
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
「
有
明

海
及
び
八
代
海
等
を
再
生
す
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
二
十
号
）
に
基
づ
き
、
有
明
海

等
の
海
域
の
環
境
と
当
該
海
域
に
お
け
る
水
産
資
源
と
の
関
係
に
関
す
る
調
査
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
六
年
五
月

十
一
日
に
示
さ
れ
た
農
林
水
産
大
臣
の
判
断
、
す
な
わ
ち
、
「
中
・
長
期
開
門
調
査
を
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
に
代
わ

る
方
策
を
進
め
て
い
く
」
旨
の
判
断
の
提
示
後
、
同
法
等
に
基
づ
き
、
有
明
海
等
の
再
生
対
策
に
係
る
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。 

 

具
体
的
に
は
、
有
明
海
等
の
再
生
に
向
け
て
、
海
域
環
境
の
保
全
・
改
善
と
水
産
資
源
の
回
復
等
に
よ
る
漁
業
の
振
興
を
図

る
た
め
、
有
明
海
沿
岸
四
県
が
協
調
し
、
海
域
環
境
の
調
査
、
魚
介
藻
類
の
増
養
殖
対
策
を
行
う
と
と
も
に
、
漁
場
改
善
対
策

を
推
進
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
有
明
海
特
産
魚
介
類
生
息
環
境
調
査
委
託
事
業
、
国
営
干
拓
環
境
対
策
調
査
、
有
明
海
漁
業
振

興
技
術
開
発
事
業
等
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
有
明
海
等
の
再
生
対
策
の
事
業
（
以
下
「
有
明
海
再
生
事
業
」
と
い

う
。
）
に
は
、
こ
れ
ま
で
約
二
十
年
間
に
わ
た
り
多
額
の
国
費
が
投
じ
ら
れ
て
お
り
、
令
和
五
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
有
明
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海
特
産
魚
介
類
生
息
環
境
調
査
委
託
事
業
に
六
億
円
、
国
営
干
拓
環
境
対
策
調
査
に
三
億
二
千
八
百
万
円
、
有
明
海
漁
業
振
興

技
術
開
発
事
業
に
四
億
円
等
、
計
十
七
億
六
千
五
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
農
林
水
産
大
臣
は
、
諫
早
湾
干
拓
事
業
に
係
る
請
求
異
議
訴
訟
の
最
高
裁
判
所
の
決
定
（
令
和
五
年
三
月
一
日
）
を

受
け
て
、
令
和
五
年
三
月
二
日
に
、
「
こ
れ
か
ら
は
、
有
明
海
の
再
生
に
必
要
な
水
産
資
源
の
回
復
に
向
け
た
調
査
に
つ
い
て

も
、
多
様
な
方
々
の
参
画
の
下
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
」
な
ど
と
し
た
談
話
（
以
下
「
農
林
水
産
大
臣
談
話
」
と
い
う
。
）

を
発
表
し
て
い
る
。 

 

一
方
で
、
有
明
訴
訟
原
告
団
・
弁
護
団
と
行
動
を
共
に
す
る
有
明
海
漁
民
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
同
月
七
日
に
、
最
高

裁
判
所
の
決
定
に
関
す
る
抗
議
声
明
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
大
臣
宛
て
に
「
二
〇
二
二
年
度
の
有
明
海
ノ
リ
不
作

に
関
し
、
特
措
法
に
よ
る
救
済
と
諫
早
湾
の
開
門
調
査
を
求
め
る
申
し
入
れ
」
を
提
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
佐
賀
県
議
会
は
、

同
月
十
日
に
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
意
見
書
と
し
て
、
内
閣
総

理
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
等
宛
て
の
「
有
明
海
再
生
に
係
る
諸
問
題
に
つ
い
て
解
決
を
図
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
」
（
以
下

「
佐
賀
県
議
会
意
見
書
」
と
い
う
。
）
を
可
決
し
、
有
明
海
再
生
に
係
る
諸
問
題
に
つ
い
て
真
摯
に
対
応
し
、
解
決
し
て
い
く

よ
う
求
め
て
い
る
。 
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こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
有
明
海
再
生
対
策
に
お
け
る
海
域
環
境
の
調
査
等
に
つ
い
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 
農
林
水
産
大
臣
談
話
に
お
い
て
、
有
明
海
の
水
産
資
源
に
つ
い
て
、
水
産
資
源
の
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
旨
の
発
言
が

行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

し
か
し
、
佐
賀
県
議
会
意
見
書
に
よ
れ
ば
、
「
近
年
、
有
明
海
佐
賀
県
海
域
で
は
赤
潮
の
発
生
が
相
次
ぎ
、
海
苔
の
色
落

ち
被
害
や
生
産
枚
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
漁
業
者
の
経
営
状
況
は
逼
迫
し
て
い
る
。
ま
た
、
タ
イ
ラ
ギ
に
つ
い
て
も
十
一
年

目
の
休
漁
と
な
り
、
他
の
二
枚
貝
も
採
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
有
明
海
再
生
に
至
っ
て
い
な
い
」
と
さ
れ
、
有
明
海

漁
民
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
抗
議
声
明
等
に
お
い
て
も
、
「
諫
早
湾
が
干
拓
事
業
に
よ
っ
て
閉
め
切
ら
れ
た
一
九
九
七
年

以
降
、
水
質
の
悪
化
や
潮
流
の
変
化
に
よ
っ
て
赤
潮
や
貧
酸
素
水
塊
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
り
、
魚
介
類
の
水
揚
げ
は
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
ノ
リ
養
殖
は
二
〇
〇
〇
年
度
に
大
不
作
が
発
生
し
、
そ
の
後
も
不
安
定
な
生
産
が
続
い
て
い
た

が
、
今
季
再
び
大
規
模
な
生
育
不
良
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
」
な
ど
と
さ
れ
て
お
り
、
農
林
水
産
大
臣
談
話
と
異
な
る
認
識
を

表
明
し
て
い
る
。 

 
 

そ
こ
で
、
農
林
水
産
大
臣
談
話
に
お
い
て
、
前
述
の
よ
う
な
有
明
海
の
水
産
資
源
の
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
旨
の
発
言

を
行
っ
た
趣
旨
・
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
発
言
に
至
っ
た
根
拠
（
水
産
資
源
の
種
類
ご
と
に
漁
獲
高
の
推
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移
、
事
実
の
確
認
な
ど
）
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 
農
林
水
産
大
臣
談
話
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
は
有
明
海
の
再
生
に
必
要
な
水
産
資
源
の
回
復
に
向
け
た
調
査
に
つ
い
て
も

進
め
て
い
く
と
し
て
い
る
が
、
当
該
調
査
の
必
要
性
、
具
体
的
な
調
査
内
容
、
調
査
対
象
区
域
、
費
用
（
予
算
額
）
等
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
現
在
、
有
明
海
再
生
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
有
明
海
特
産
魚
介
類
生
息
環
境
調

査
委
託
事
業
」
及
び
「
国
営
干
拓
環
境
対
策
調
査
」
と
の
違
い
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

佐
賀
県
議
会
意
見
書
に
よ
る
と
、
近
年
、
赤
潮
の
発
生
が
相
次
ぎ
、
海
苔
の
色
落
ち
被
害
や
生
産
枚
数
の
減
少
な
ど
に
よ

り
漁
業
者
の
経
営
状
況
は
逼
迫
し
て
お
り
、
「
有
明
海
の
再
生
の
た
め
に
、
開
門
調
査
を
含
む
有
明
海
の
環
境
変
化
の
原
因

究
明
が
必
要
だ
」
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
有
明
海
漁
民
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
抗
議
声
明
等
に
お
い
て
も
、
潮
受

堤
防
の
締
切
り
後
、
水
質
の
悪
化
や
潮
流
の
変
化
に
よ
っ
て
赤
潮
や
貧
酸
素
水
塊
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
り
、
魚
介
類
の
水

揚
げ
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
「
有
明
海
異
変
の
根
本
的
な
原
因
解
明
や
環
境
改
善
の
た
め
に
は
、
諫
早
湾
干
拓

の
排
水
門
を
開
放
し
て
海
水
を
導
入
し
、
潮
流
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
開
門
調
査
に
よ
っ
て
赤
潮
・
貧

酸
素
水
塊
の
抑
制
効
果
を
検
証
し
、
今
後
の
さ
ら
な
る
対
策
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

国
は
、
約
二
十
年
間
に
わ
た
り
、
多
額
の
国
費
を
投
じ
、
毎
年
、
有
明
海
再
生
事
業
を
実
施
し
、
有
明
海
等
の
再
生
対
策
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を
行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
甚
大
な
被
害
を
防
止
す
る
な
ど
の
効
果
が
発
現
し
て
お
ら
ず
、
根
本
的
な

原
因
究
明
及
び
環
境
改
善
等
の
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
有
明
海
再
生
事
業
を
継
続
し
て
も
、
毎
年
度
、
無
駄
な
国
費
を
支
出
し
続
け
る
だ
け
で
あ
り
、
有
明
海
等
を

豊
か
な
海
（
「
宝
の
海
」
）
と
し
て
取
り
戻
す
に
は
、
今
ま
で
、
政
府
が
逃
げ
て
き
た
開
門
調
査
に
対
し
真
摯
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
が
、
開
門
調
査
の
検
討
及
び
実
施
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 
 

ま
た
、
仮
に
、
開
門
調
査
の
検
討
及
び
実
施
は
不
要
又
は
困
難
と
す
る
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
場
合
、
現
行
の
有
明
海
再
生
事
業
に
代
わ
る
取
組
・
対
策
、
す
な
わ
ち
、
有
明
海
等
を
再
生
す
る
た

め
の
実
効
性
あ
る
新
た
な
取
組
・
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

佐
賀
県
議
会
意
見
書
に
お
い
て
、
有
明
海
が
以
前
の
よ
う
な
「
宝
の
海
」
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
は
、
関
係
す

る
者
の
意
見
や
そ
の
思
い
を
く
み
取
り
、
早
期
に
問
題
の
解
決
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の

今
後
の
具
体
的
な
対
応
策
等
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


